
兵庫県姫路市内で民家の照明などが燃えた火災で、原因は照明器具とＬＥＤランプの不適合で
ある可能性の高いことが、判明しました。消費者庁によりますと、蛍光灯が切れた後に取り付け
たＬＥＤから発火するケースは全国で相次いでいるようです。
火災は９月９日夜、姫路市内の住宅２階天井に設置されていた直径約５０センチの環形照明から
突然出火したようです。取り付けて５年ほどのＬＥＤランプの基板が激しく焼損していたそうです。
照明器具には、●グロースターター式●ラピッドスタート式●インバーター式－の３種類の点灯方
式があります。今回の火災では照明器具の点灯方式がインバーター式だったのに対し、ＬＥＤは
グロースターター式の器具に対応した商品だったため異常過熱したようです。方式が違っても取
り付け後は問題無く点灯し、その後発熱などの異常現象が生じますので、交換前に必ずLED器
具の注意書き、取り扱い説明書を必ず読んで交換してください。

　　　　　　　　　＿西日本防災システム

西日本防災システム

2019 10

NISHINIHON BOHSAI SYSTEM Co., Ltd

http://www.nbs119.co.jp/

弊社top pageへ

御注意！

NBS

NBS

http://www.nbs119.co.jp
http://www.nbs119.co.jp
http://www.nbs119.co.jp

